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個人情報の取扱いについて 

(1) 本学では、ご提供頂いた個人情報を、入学試験の運営、履修登録、単位認定、各種手続き、

学生生活全般に関する指導、キャリア形成支援、施設利用、資料の発送、大学からのご連

絡・通知、成績発表、資格試験等合格者の公表、統計的な集計等の目的に利用させていた

だき、上記の目的以外には利用しません。 

(2) 本学は、受験生の方々から提供を受けた個人情報を学校法人東放学園大学個人情報保護規

定に従い、厳重な管理の下で、管理・保管をし、受験生の方々の個人情報が第三者に漏洩

しないようにいたします。 

(3) 本学に出願しようとする方は、上記の記載内容に同意した上で出願してください。 

 

科目等履修生・聴講生制度は，生涯学習の推進を図ること等を目的として，社会人等に対して

の学習機会を拡大する観点から設けられた制度です。科目等履修生は本大学院に開設されている

講義科目を履修して，一定の単位を修得することができます。 

 

１．履修・聴講可能科目等 

映画プロデュース研究科映画プロデュース専攻が開講する講義科目のなかから、1 年間 10 単

位を限度として履修・聴講することができます。 

 

今学期の科目等履修生・聴講生への開講科目一覧を次ページに示します。なお、科目等履修生

として４単位以上を履修する場合は、パッケージ割引〔履修登録料免除〕が適用されます。３単

位以下の履修や聴講（聴講生）も可能ですので、ご自身の学修スタイルに合わせて科目を選択し

てください。 

 

科目等履修生と聴講生の主な相違点は次のとおりです。 

科目等 

履修生 

・レポート提出、試験等が課され、合格した場合は単位修得が認められます。 

・インターネットによる学習支援システムのサービスを受けることができます。 

聴講生 
・レポート提出、試験等は課されず、単位修得が認められません。 

・インターネットによる学習支援システムのサービスを受けることができません。 
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Ấ 開講曜日時限は、「１３．時間割」「１４．平成 22年度 年間スケジュール」を参照ください。） 

分野 科目名 サブタイトル 
単位

数 
担当教員 

備

考 

映像ビジネス 

映像ビジネス特論Ⅱ 
第一線の映像プロフェッショナルに聞く
プロデュースの基礎から応用まで② 

＜オムニバス形式＞ 

1 
工藤 英博 

他７名 
 

映像ビジネス特論Ⅲ アニメ・ゲームビジネス特論 1 増田 弘道   

企画開発 

シナリオ分析Ⅱ 
Script Analysis & "Mapping" （脚本分析
と“マッピング”） 

1 田中 靖彦 ※ 

シナリオ分析Ⅲ ストーリー分析評価① 1 岡田  勲   

シナリオ分析Ⅳ ストーリー分析評価② 1 岡田  勲   

映画・ 
映像メディア 

メディア論 

写真・ラジオ・映画・テレビ・ネットを

中心としたメディアの社会的編成の分析
と技術論的考察 

2 貞包 英之   

映画・映像メディア論Ⅱ 
西欧：「作家主義の功罪―戦後ヨーロッ
パ映画史における新たな波」 

1 土田  環   

映画・映像メディア論Ⅲ 
アジア映画映像論Ⅰ～東アジア・東南ア
ジア 

1 深尾 淳一   

映画・映像メディア論Ⅳ アジア映画映像論Ⅱ～南アジア・中近東 1 深尾 淳一   

文化・社会 文化社会学Ⅰ 映画批評： 映画における共同体の表象 1 土田  環   

経済 
 

経済学Ⅱ 映像産業のデータ分析 1 平山  勉   

経済学Ⅲ 
Entertainment Management Economics（エ
ンタテイメントビジネスのための経済
学） 

1 平山  勉 ※ 

産業論Ⅱ 
産業と映像文化―現代啓蒙の経済学的意

味― 
1 飯田 裕康   

会計 会計Ⅲ International Accounting ( 国際会計)  1 矢澤 利弘 ※ 

財務 

財務Ⅰ 財務基礎 2 大野 克人   

財務Ⅲ 

Entertainment Finance( エンタテインメ

ント産業のためのファイナンス事例研
究)  

1 矢澤 利弘 ※ 

財務Ⅳ 
コンテンツファイナンス～投資家向けプ
レゼンの実践～ 

1 林  繁樹   

マーケティング マーケティングⅢ 

Entertainment Marketing & Business 

Strategy ( エンタテインメント産業のた
めのマネジメント戦略)  

1 助川たかね ※ 

組織経営 組織経営論Ⅲ 

Case Studies ： Strategies and 

Negotiation in Hollywood Business -  
windowing, digital media, and 
future( 事例研究：ハリウッドビジネスに

見る戦略と交渉－ ウィンドウイング、
デジタルメディア、そして未来)  

1 田中 久也 ※ 

法律 

法律Ⅰ 映像コンテンツビジネスと法 1 升本 喜郎   

法律Ⅱ 

エンタテイメントビジネスとリーガルリ

スク：音楽、ゲーム、広告、スポーツ等
の事例研究 

1 升本 喜郎   

※は英語教材を使用する科目 
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Ấ  ←№₨╒₯  ”  ῏ ῐ 

パッケージ履修料 28 万円（履修登録料を含み、通常 31 万円のところ） 

→₯⅜₰‗₮⅓≥₡  ←№₨╒₯ 

科目名 サブタイトル 単位数 教員名 備考 

映像ビジネス特論Ⅱ 

第一線の映像プロフェッショナルに聞くプ

ロデュースの基礎から応用まで② 

＜オムニバス形式＞ 

1 
工藤 

他 7 名 
・これらの中から４単

位の科目を選択 

 

・シナリオ分析Ⅱとシ

ナリオ分析Ⅲは、時

間割の関係で同時に

履修できません。 

 

・※は英語教材を使用

する科目。 

シナリオ分析Ⅱ ※ 
Script Analysis & "Mapping" （脚本分析と

“マッピング”） 
1 田中（靖） 

シナリオ分析Ⅲ ストーリー分析評価① 1 岡田 

シナリオ分析Ⅳ ストーリー分析評価② 1 岡田 

映画・映像 

メディア論Ⅱ 

西欧：「作家主義の功罪―戦後ヨーロッパ映

画史における新たな波」 
1 土田 

→₯⅜₰ ∕⅜₯∞└⅍  ←№₨╒₯ 

科目名 サブタイトル 単位数 教員名 備考 

映像ビジネス特論Ⅱ 

第一線の映像プロフェッショナルに聞くプ

ロデュースの基礎から応用まで② 

＜オムニバス形式＞ 

1 
工藤 

他７名 

・これらの中から４単

位の科目を選択 

 

・財務Ⅲ･Ⅳ、会計Ⅲ

は基礎知識のある方

向け。 

 

・※は英語教材を使用

する科目。 

映像ビジネス特論Ⅲ アニメ・ゲームビジネス特論 1 増田 

法律Ⅰ 映像コンテンツビジネスと法 1 升本 

法律Ⅱ 

エンタテイメントビジネスとリーガルリス

ク：音楽、ゲーム、広告、スポーツ等の事例

研究 

1 升本 

経済学Ⅱ 映像産業のデータ分析 1 平山 

会計Ⅲ ※ International Accounting ( 国際会計)  1 矢澤 

財務Ⅰ 財務基礎 2 大野 

財務Ⅲ ※ 
Entertainment Finance( エンタテインメント

産業のためのファイナンス事例研究)  
1 矢澤 

財務Ⅳ 
コンテンツファイナンス～投資家向けプレ

ゼンの実践～ 
1 林 

マーケティングⅢ ※ 

Entertainment Marketing & Business 

Strategy ( エンタテインメント産業のための

マネジメント戦略)  

1 助川 

組織経営論Ⅲ ※ 

Case Studies ： Strategies and Negotiation 

in Hollywood Business -  windowing, digital 
media, and future( 事例研究：ハリウッドビ
ジネスに見る戦略と交渉－ ウィンドウイ

ング、デジタルメディア、そして未来)  

1 田中（久） 

║ ║  ←№₨╒₯ 

科目名 科目サブタイトル 単位数 教員名 備考 

メディア論 

写真・ラジオ・映画・テレビ・ネットを中心

としたメディアの社会的編成の分析と技術

論的考察 

2 貞包 

・これらの中から４単

位の科目を選択 

映画・映像メディア論Ⅲ アジア映画映像論Ⅰ～東アジア・東南アジア 1 深尾 

映画・映像メディア論Ⅳ アジア映画映像論Ⅱ～南アジア・中近東 1 深尾 

文化社会学Ⅰ 映画批評： 映画における共同体の表象 1 土田 

産業論Ⅱ 産業と映像文化 - 現代啓蒙の経済学的意味-  1 飯田 
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Ấ →₯⅜₰ ϳ ₡√⅔ↄ₰ ”  

予定講師 開講日・曜日・時限 

①奥山 和由 氏：㈱チームオクヤマ代表、プロデューサー、監督 「その男、凶暴に

つき」「ハチ公物語」「うなぎ」「ＴＯＫＹＯ ＪＯＥ」他 

②杉原 晃史 氏：㈱日活 取締役 版権営業部門長、元㈱ｷﾞｬｶﾞ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ 買付作

品「ｸﾞﾘｰﾝﾏｲﾙ」「ﾗｯｼｭｱﾜｰ」「ﾋﾞｰﾝ」「ｾﾌﾞﾝ」「ﾏｽｸ」他 1600本 

③佐々木史朗 氏：オフィス・シロウズ代表、プロデューサー 「家族ゲーム」「転校

生」「やじきた道中 てれすこ」他 

④久保田 修 氏：㈱ＩＭＪｴﾝﾀｰﾃｲﾝﾒﾝﾄ代表取締役、プロデューサー 「ジョゼと虎と

魚たち」「ＮＡＮＡ」シリーズ 「砂時計」他 

⑤金子 成人 氏：脚本家 「太陽にほえろ」「前略おふくろ様」「寧々～おんな太閤記」 

NHK大河「義経」「桃尻娘」「蝉しぐれ」他 

⑥安藤 紘平 氏：早稲田大学大学院 国際情報通信研究科教授、映画監督、日本映画

監督協会理事 

⑦是枝 裕和 氏：映画監督、脚本家 「ワンダフルライフ」「幻の光」「誰も知らない」

「歩いても歩いても」「空気人形」他 

 

⑧学生プレゼンテーション 

土曜日（隔週） 

３限（13:50～15:20） 

 

①10/9 ②10/23 ③11/6 

④11/20 ⑤12/4 ⑥12/18 

⑦1/15 ⑧1/29 

 

講師・日程は変更になる場合

があります。 

 

Ấ 22   ” ͨ  ⁵⁴ Ό ⁯‴ ῀  

׀  

教員名 

授業概要 単位数・授業回数 

授業形式 
 
 
 

ϑ   ʝ ϑ

Ḩ ꜘ ◐╛  
工藤 英博 

本講義では、映画・放送・アニメなどの映像コンテンツ製作の第一線で活躍し

ているプロフェッショナルが、新しい時代に必要な知識やスキルについて、基本

的な事柄から現在抱えている問題や今後の課題にもふみ込んでオムニバス形式で

講義する。 

1 単位（90分×8 回） 

講義（約 60 分）/  

討議（約 30 分） 

 

ϑ    

増田 弘道 様々な教育機関でアニメに関する授業が行われているが、そのほとんどが技術

取得か作品論評であり、プロデューサーとして必要なビジネス知識やノウハウを

学べる場はなかった。その意味で本講義は日本で初めてアニメ産業やビジネスを

真正面から取り上げることで、アニメのプロデュースに必要な知識やノウハウを

満たす内容となっている。尚、レベル的には一般的常識から専門知識まで、アニ

メ業界で働くビジネマンと同等の知識を得られるようなものにしたいと考えてい

る。 

1 単位（90分×8 回） 

講義・事例研究 

（ケーススタディ） 
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ѝ   Script Analysis & "Mapping" ѝ " "  

田中 靖彦 ハリウッドの脚本は、「１頁＝１分のスクリーン・タイム」というルールが徹底

している為に、脚本の紙面で起こる事を、ある程度数学的に扱う事が出来る。こ

のクラスでは、時間に制約された脚本という特殊文学を、映画を制作する為の設

計図としてとらえ、そこに書かれている情報を読み取り（“マッピング”）、よりよ

いものにする為の理論的分析法（アナリシス）を学ぶ。 

1 単位（90分×8 回） 

講義、演習 

 

ѝ   ѝ  ͔

岡田  勲 
コンテンツ・プロデューサーにとって自身の関わる作品の企画やストーリーの

良否、ビジネスの成否を事前に客観的に見極める基本スキルの修得を目的として

います。 

1 単位（90分×8 回） 

講義・討論（ディベート） 

 

ѝ   ѝ  ͔

岡田  勲 
シナリオ分析Ⅲで学んだストーリー分析評価の基本スキルを様々な映画作品の

事例研究を通して、より具体的な分析評価を行うことで、そのスキルをさらに発

展させていきます。 

1 単位（90分×8 回） 

講義・討論（ディベート） 

 

  Ш ʴⱲ ̝

ѝ ό 
貞包 英之 二〇世紀には多くのメディアが発達すると同時に、それについて多くの議論や

考察が産みだされた。本授業は、それらさまざまなメディア論を通してメディア

技術と社会とのかかわりを学ぶ。メディア論は、小説や写真、映画やテレビ、ネ

ットやケータイといったメディア技術が内蔵する可能性や限界を示すと同時に、

それを消費する社会の問題についてあきらかにしてきた。それを理解することで、

①みずからコンテンツを送り出していく際の理論的根拠をみつけると同時に、②

メディアそのものをプロデュースする可能性を探ってほしい。 

2 単位（90分×15回） 

講義・討論（ディベート） 

・演習 

 

ϑ   ̸ὤʺ Қ ♥ ֲ

 
土田  環 

映画は「娯楽」なのか「芸術」なのか？不毛ともいえるこの問いを乗り越えるかたちで、二度の大戦を

経たヨーロッパには、映画の「作家主義」が誕生した。興行的失敗を被り評価を得ることができない映画

監督、あるいは商業監督として成功はおさめているものの、それゆえに低く評価されている映画監督。固

有の世界観あるいは表現手法を持つ「映画作家」として彼らに光を当てたのが、フランスのヌーヴェル・

ヴァーグをはじめとする映画人だった。ヌーヴェル・ヴァーグ以後、映画において作り手としての「監督」

と受容者としての「観客」あるいは「批評」を接続する試みが、新しい映画
、、、、、

として顕揚されていくことに

なるだろう。本講義の目的は、主にフランスのヌーヴェル・ヴァーグの映画作家の作品・批評の読解を通

じて、ヨーロッパ映画史ならびに同時代の各国映画史を体系的に考察し、新たに求められていた映画のす

がたがどのようなものであったか、歴史的・美学的に理解を深めることにある。また、そのことによって、

現在に至るヌーヴェル・ヴァーグの映画史的な系譜を、時代や国籍を越えて把握することを目指す。今日

では、監督の名前で映画を観る人々は尐ない。しかし、映画における表現主体とは、演じている俳優でも

なければシナリオ・脚本でもない。「ヨーロッパ映画史」の概説的な授業としてではなく、記憶すべき映

画作家の名前とともに、「作品」としての映画にどのような読み方が用意されているのか、受講者にはつ

ねに意識してほしい。 

1 単位（90分×8 回） 

講義・演習・討論 
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ϑ   ϑ ӳ  

深尾 淳一 これからの国際的な映像ビジネスの展開を考えたとき、アジアへの視点は欠か

すべからざるものと言えよう。東アジアでは、「韓流」ドラマは根強い人気を誇り、

また、中国や韓国との合作映画の機会も今後ますます増していくことが期待され

る。東南アジアも、多様な歴史と文化の広がりの中で様々な映像作品が作られて

おり、今後の映像ビジネス市場としての可能性も低くはない。本授業では、これ

ら東アジア、東南アジアの映画・映像メディア文化について、それぞれの地域の

文化・社会・歴史などの観点から理解を深め、幅広い国際的な視点を身につける

ことを目的とする。 

1 単位（90分×8 回） 

講義・討論（ディベート） 

 

ϑ   ϑ ӳ ʴ  

深尾 淳一 
映像ビジネスの国際的展開を考えたとき、アジアにはいまだに未開拓の領域があることに

気づかされる。南アジアでは、世界の映画大国インドを中心に、欧米などとは異なる文化を

背景として、独自の文法に基づいた映像作品が量産されている。一方、中近東地域の映像作
品も、私たちにとってはまだほとんどなじみの薄いものである。本授業では、これら南アジ
ア、中近東の映画・映像メディア文化について、各地域の文化・社会・歴史などの視点から、

より深い理解を目指し、幅広い国際的な視点を身につけることを目的とする。 

1 単位（90分×8 回） 

講義・討論（ディベート） 

 

ӓ ̝ἶ    Вֿ̱  

土田  環 
映画批評とは何か。それは、学術的な研究に似てはいても、学問のように制度化された公共性を獲得し

たことが一度もなければ、欲したことさえないといえるだろう。その一方で、映画というイメージの経験

を前にして抽象的な思考を提示するそれは、美学あるいは哲学に似ているともいえる。だが、映画批評に

おける書き手は、自身の立場を懐疑的に捉えるには、あまりにも「不純」であり「私的」なものでしかな

い。そもそも、映画批評というジャンルがあるとするならば、その書き手は「純粋」な思考の体系を築き

上げることよりも、むしろ、映画体験を通した「不純」あるいは「私的」な個人の欲望にこそ忠実であろ

うとしている。したがって、映画という「作品」につねに遅れをとりながら、この正当化するにきわめて

困難かつ曖昧な情熱を選択しつつ映画を論じること、それが映画批評だといえるのではないか。 

したがって、映画に対する「批評」とは、狭義の意味における「評論」「 解 釈
コメント

」とは決定的に異なっ

ている。本講義では、「批評」を映画に対する姿勢そのもの、映画に向き合う私たちとのあいだ
、、、

、もしく

は距離
、、

と捉えたうえで、ひとつの映画作品を論じる際に、有効な概念を提示していきたい。「作品」を「作

者」から与えられた通りに読み解くのではなく、具体的なイメージから出発して、意味を外部へと開いて

いくこと。それは、作品を細部にわたって見つめるだけでなく、私たちの生きる社会のなかに類似するイ

メージ、同じ構造を見出すことにもなるだろう。映画史のなかで繰り返し描かれてきた「共同体」をめぐ

る主題が、なぜ普遍的なものと成り得るのか、そして、表現としてどのように変奏されてきたのか、時代

や国籍を越境しながら考察したい。 

1 単位（90分×8 回） 

講義・演習・討論 

 

ἶ   ϑ ѝ  

平山  勉 映像産業（または、映像ビジネス）を、経済活動全体の中に位置づけて、相対的に分析す

る応用コース。SPSS（統計ソフト）や ArcView（GIS ソフト）などを使って、様々なデジタ

ル・データ（数量・テキスト・音声・画像・映像など）を分析する技術を身に付けながら、

映像産業の展開力・成長力を支える「シナリオ」を構築することを目的とする。 

1 単位（90分×8 回） 

講義・演習・討論（ディベート） 

 

ἶ   Entertainment Management Economics

ἶ  
平山  勉 ミクロ経済学をエンタテイメントビジネスに活用するための中級コース。時間経過の中で

の意思決定や、リスク管理下での計画化などにおいて、経済学を援用する方法を英語文献を

通じて学ぶ。また、エンタテイメントビジネスおける事例を挙げながら、参加者との議論を

通じて、より現実的な「最適解」について総合的に検討する。 

1 単位（90分×8 回） 

演習・討論（ディベート） 
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  ϑ ӓ ̈ᵃ ἶ װ  

飯田 裕康 
１８９０年代、欧米において相次いで登場した映画（活動写真）は、たんに複製技術上の革新がもたら

したものというわけではなく、映像を消費する新たな消費者の登場もまた必要であった。リュミエール兄

弟のシネマトグラフのなかにある工場から女工たちが大挙して門外に出る映像は、まさにそうした情況を

活写したものである。映像文化の登場には、それなりの理由があったのである。すなわち、新たな文化を

消費する「大衆的欲求」こそ、映像文化とそれを produce する産業に不可欠の社会的要因であったといえ

よう。こうした産業の登場は、シュンペーターによれば、革新 innovation に相違ないし、２０世紀の産

業社会の発展を予見させる経済上の出来事ではあったが、同時に、大衆という、個々の顔の見分けにくい

社会層を対象とする、新たな人間的情況の深化そのものを意味したのである。映像文化が社会的に担うこ

うした二面性（矛盾）は、資本主義を基盤とする西欧型市民社会に、新たな啓蒙の必要性を、時代に即応

した啓蒙の再編成という課題をつきつけた。しかもこの情況は、２１世紀の今日まで、映像文化を支える

重要な底流の一つをなしていることを忘れてはならない。 

 この講義・演習では、W.ベンヤミン『複製技術時代の芸術作品』（野村修訳、岩波文庫、原書は 1936

年）アドルノ、ホルクハイマー『啓蒙の弁証法』（徳永恂訳、岩波文庫、原書は１９４７年刊）によりつ

つ、現代の啓蒙としての映像文化と、それを商品として提供しつづける産業がともにつくりだす人間的情

況について論じたい。 

1 単位（90分×8 回） 

講義・演習 

 

̝   International Accounting ( ᶮ ̝ )  

矢澤 利弘 本講義は映画業界を中心に、コンテンツ業界における会計的な思考力を養成す

ることを主目的とする。英語教材を使用することによって、英語による会計用語

や関連する諸概念を習得すると同時に、映像業界における会計処理や財務分析手

法の理解を深めていく。一方通行的な講義ではなく、討論と演習を取り入れるこ

とによって、受講生各自の考え方をブラッシュアップし、また、受講生各自の考

え方をクラス全体で共有していくことによって、国際的視点を持ったビジネスマ

インドの醸成を図る。受講生は各自で主体的に課題に取り組み、自らの意見を発

信しなければならない。 

1 単位（90分×8 回） 

講義・事例研究（ケーススタデ

ィ）・討論（ディベート） 

 

ҵ   ҵḨ  

大野 克人 
映像ビジネスやコンテンツ産業で働く者として知っておくべき財務の入門コー

ス。会計基礎コースを修得済であることを前提に、金融制度・取引、財務分析、

資金繰り分析等から始め、割引現在価値法、資本コストの計算等の近代財務・フ

ァイナンス理論、更には金融実務や応用ファイナンス分野の基礎を修得する。 

2 単位（90分×15回） 

講義・事例研究（ケーススタデ

ィ）・討論（ディベート） 

 

ҵ   Entertainment Finance(

˗͈ )  
矢澤 利弘 本講義はエンタテインメント産業におけるファイナンスの諸問題を取り扱う。

英語教材を使用することにより、英語によるファイナンス用語や関連する諸概念

を習得すると同時に、米国を中心とする映画業界の経営手法の理解を深めること

を目的とする。討論と演習を取り入れることによって、独立したプロデューサー

として映画を製作していくに当たって必要とされる資金調達と管理手法について

の知識や技術の習得のみならず、経営者マインド及びプロデューサーマインドの

形成を図ることになる。 

1 単位（90分×8 回） 

講義・事例研究（ケーススタデ

ィ）・討論（ディベート）・演習 

 

ҵ   ὤׄ ὕ 

林  繁樹 

投資家向けプレゼンを前提に、コンテンツファイナンスの理論を理解し、その実

務を習得することを目的とする 
1 単位（90分×8 回） 

講義および事例研究 
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  Entertainment Marketing & Business Strategy (

)  
助川たかね エンタテインメント産業では、国境を越えたマーケティングは主要なビジネス

戦略のひとつであり、その成否が、同じコンテンツを世界商品にまで押し上げる

ことができるか否かの重要な要素になっている。本科目では、こうした国際マー

ケティングの実践の第一歩として、コマーシャル作品の異文化適応に取り組む。

今回は、グローバル商品の代表格であるコカコーラを、日本で企画開発されたコ

マーシャル作品のなかから、日本以外の国での展開が可能であると思われるメッ

セージや手法を持つ作品を選び、英語圏の国に向けた新しいコマーシャル作品を

提案することを目標とする。その過程で、国際マーケティングの戦略を構築する

際に、どのような調査分析やマーケティングツールが必要になるか、理論的・実

践的に学んで欲しい。 

1 単位（90分×8 回） 

講義・事例研究・討論（ケース

ディスカッション） 

 

ᵣ   Case Studies  Strategies and Negotiation in Hollywood 

Business -  windowing, digital media, and future(˗͈

 ˧

)  
田中 久也 

仮想事例を用い、ハリウッドにおけるコンテンツの多メディア展開の考え方を

基にした、（１）コンテンツの配給戦略並びに交渉戦略の立案並びに（２）ディベ

ート、ロールプレイなどを通じた、当該戦略の実践力の基礎の養成を行う。 

1 単位（90分×8 回） 

講義・事例研究（ケーススタデ

ィ）・討論（ディベート）・演習 

 

♣   ϑ  

升本 喜郎 映画プロデューサーは、統括責任者としてあらゆる法的リスクの存在を認識し

ていなければならない。映画ビジネスでの法や契約の役割・機能を分析し、紛争

事例や映画業界でスタンダードな契約書の内容を検討することにより、法的リス

クやリスクを回避すべき契約について解説する。 

1 単位（90分×8 回） 

講義 

 

♣   ⅎף

˗͈  
升本 喜郎 

音楽、ゲーム、広告、スポーツ等のエンタテインメントビジネスにおける法的

リスク、及び、それを回避すべき契約について、紛争事例、裁判事例をもとに研

究を行う。 

1 単位（90分×8 回） 

講義 
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２．出願資格 

 １）科目等履修生 

(1)を満たした上でかつ(2)～(6)のいずれかに該当する者、又は(7)に該当する者 

(1) 平成 22 年 4 月 1 日現在で満 22 歳以上の者。 

(2) 学士の学位を得た者または入学前までに学士の学位を取得見込みの者  

(3) 大学評価・学位授与機構により学士の学位を授与された者または入学前までに授

与される見込みの者  

(4) 外国において通常の課程による 16 年の学校教育を修了した者  

(5) 旧教育制度修了者、各種大学校卒業者で文部科学大臣が大学を卒業した者と同等

以上の学力があると認めた者 

(6) 高校もしくは専門学校を卒業し、かつ希望する授業を履修するに充分な学力もし

くは経験があると本学が判断した者 

(7) (1)～(6)に該当しないが、大学 3･4 年生に在学中であり、将来この分野で働くこと

を目指す者 

 ２）聴講生 

平成 22 年 4 月 1 日現在で満 22 歳以上の者。 

 

※ 外国人留学生の場合、本研究科では、科目等履修生・聴講生に対し、ビザ取得に関する手

続きは一切行いません。出願は日本国内居住者のうち、外国人登録または、住民登録を行い、

出願時ならびに科目等履修生・聴講生として在籍する全期間において有効な在留資格を有す

る者、または取得できる者に限ります。在留資格を有しない者、あるいは短期滞在や在留期

間が出願時ならびに科目等履修生・聴講生として在籍する全期間を満たさないビザによる出

願は認めません。 

 

３．願書受付期間 

平成 22 年 8 月 31 日（火）～平成 22 年 9 月 21 日（火）（必着） 

 

４．募集人数  

 若干名 

 

５．選考料 

 10,000 円（科目数に関わらず） 

一度納入された選考料は、理由の如何に関わらず返還しません。 

 

６．選考方法 

書類審査により、履修を希望するにあたり、充分な学力もしくは経験があるか否かを審査しま

す。（本学が必要と認めた場合、面接を行う場合があります。面接日程は個別調整させて頂き

ます。） 
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７．出願書類送付先 

出願書類一式を以下の宛先に送付してください。 

〒151-0071 東京都渋谷区本町 3-40-6 

映画専門大学院大学 事務部 科目等履修生・聴講生係 

※いかなる理由があっても、受理後の書類の変更は認めません。 

※いったん受理した出願書類は，理由の如何を問わず返却しません。 

※以前に科目等履修生・聴講生として履修・聴講を許可されている方は、出願について事前に
ご相談ください。 

 

８．出願書類 

以下のすべての書類を受付期間末日までに「簡易書留」、又は、宅配便等の受領の確認出来る  

方法にて送付ください。（受付期間末日必着） 

1. 志願票 [ 本学所定用紙使用]  

所定の事項を記入して下さい。連絡先は確実に連絡の取れる所を記入

して下さい。 

2. 選考料 10,000 円 

 

下の振込先に振り込み、振込み受領証のコピーを志願票の所定欄に添

付してください。振込み人の名前は志願票の名前と必ず同一にして下

さい。 

【振込先】 

三菱東京 UFJ銀行 新宿西支店  

店番 055 普通 口座番号 1769947 

受取人：学校法人 東放学園大学 

（読み仮名：ガク）トウホウガクエンダイガク） 

3. 大学・大学院の卒業( 見

込) 証明書・成績証明書又は

最終学歴の成績証明書等 

《科目等履修生出願のみ》 

出身大学の卒業証明書又は卒業見込証明書は、原則として、最近３カ

月以内に発行されたものとしてください。成績証明書に、卒業又は卒

業見込であることが記載又は証明されている場合は、提出不要です。

出身大学の成績証明書は、原則として、最近３カ月以内に発行された

ものとします。学部・学科に在学中の人は、現在履修中の科目がわか

るもの（履修届の写し等）も必ず提出してください。高校・専門学校

卒業の方は、高校以上の最終学歴の証明書を提出してください。 

4.  職務経歴書  

《科目等履修生出願のみ》 

職歴のある方のみ。 

5.  宛名シート 所定のもの。 

6.  返信用封筒 角型２号封筒（Ａ４サイズ）に返信先を明記し、490円分( 簡易書留)

の切手を貼付して下さい。書類選考の結果等を送付するときに使用し

ます。 

7.  その他、志願者の学業成

績・取得資格を証するものであ

って、本大学院で学ぶにふさわ

しいことを示す書類  

《科目履修生出願のみ》 

提出は任意です。例えば、次のようなものが考えられます。〈コピー

可〉 

・各種資格試験の合格証 

・TOEIC,TOEFLなどのスコアを示す書類 
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９．審査結果発表と科目等履修・聴講手続き 

 郵送にて通知いたします。 

 

１０．科目等履修・聴講に必要な費用、及び納付期限 

 １）科目履修に必要な費用 

   ( ) 

 
30,000  

 

 

(8 ) 

 

(15 ) 10,000  

70,000  140,000  

※P.2 の 1. 履修・聴講可能科目等 に説明のあるパッケージ（４単位以上）を履修される

場合は、履修登録料が免除されます。 

※３科目以下の履修料は、1 単位あたり 70,000 円に、履修登録料 30,000 円を加算した額

となります。（１単位：100,000円、２単位：170,000円、３単位 240,000円） 

２）聴講に必要な費用 

 ( ) 

1 8  2 15  
10,000  

70,000  140,000  

※聴講の場合は、履修登録料は不要です。 

 

３）履修登録料、履修料、聴講料の納付期限 

納付期限は、審査結果発表時に連絡します。〔納付期限は、概ね 10 月上旬になります。〕 

審査結果発表により科目等履修・聴講の許可を受けた後，指定される履修料または聴講

料は、以下の口座にお振り込みください。 

三菱東京 UFJ 銀行 新宿西支店 

店番 055  普通 口座番号 1769947 

名義：学校法人 東放学園大学 

（読み仮名：ガク）トウホウガクエンダイガク） 

 

※銀行振込み以外の方法での受付は行っておりません。また、映画専門大学院大学窓口での

受付は行っておりません。 

※一度納入された履修登録料、履修料、聴講料は、理由の如何にかかわらず返還しません。 

※振り込み手数料は各自ご負担願います。 
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１１．科目等履修生の単位の修得 

期末試験あるいは、学期中に行われる試験・レポート等による評価の結果、総合評価により、

合格とされた場合、単位が修得できます。 

なお、修得単位科目については、本人の申請に基づき成績証明書（有料）を発行することが

できます。 

 

１２．その他  

(1) 所定の手続完了者には，科目等履修生証 又は 聴講生証を発行します。 

(2) 科目等履修生・聴講生は、本学の図書室の施設を利用することができます。 

(3) 科目等履修生・聴講生には、通学証明書（通学定期用）および学生割引証は発行され

ません。 

(4) 科目等履修生の方は、インターネットによる学習支援システム「manaba」のサービ

スを受けることができます。ただし、科目により本サービスが適用されない場合があ

ります。 

(5) 聴講生の方は、インターネットによる学習支援システム「manaba」のサービスを受

けることができません。 

(6) 聴講生には試験・レポート等は課されず、単位修得は認定されません。 

(7) いったん受理した書類および諸納付金は、理由の如何を問わず返却致しません。 

(8) 質問・不明な点などありましたら、メール・電話にてお問い合わせ下さい。 
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１３．時間割 

〔時間割は変更される可能性があります。〕〔必修・選択の分類は、在学生用の分類です。〕 
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【講義時間】 

1限 10：00～11：30  4限 15：30～17：00 

2限 11：40～13：10  5限 17：10～18：40 

3限 13：50～15：20  6限 19：30～21：00 

 

 

 



 映画専門大学院大学（専門職大学院） 

 映画プロデュース研究科 映画プロデュース専攻 

 平成 22 年度（2010 年度） 後期 科目等履修生・聴講生 募集要項 

0828                                                           15 

ƦѼ 5 ̊ ǵ ǶƲ ȽȢɕA ,BǓ̀ǵ ǯ ǱȑȅǠƳ Ʀ♥ 1 ̊ ǵ ǶƲ ȽȢɕA ,BǓ̀ǵ ǯ ǱȑȅǠƳ

1 2 3 9 9/28 9/29 9/30 1 2

10

4 5 6 7 8 9 10 3 4 5 6 7 8 9

11 12 13 14 15 16 17 10 11 12 13 14 15 16

18 19 20 21 22 23 24 17 18 19 20 21 22 23

25 26 27 28 29 30 1 24 25 26 27 28 29 30

2 3 4 5 6 7 8 31 1 2 3 4 5 6

9 10 11 12 13 14 15 7 8 9 10 11 12 13

16 17 18 19 20 21 22 14 15 16 17 18 19 20

23 24 25 26 27 28 29 21 22 23 24 25 26 27

30 31 1 2 3 4 5 28 29 30 1 2 3 4

6 7 8 9 10 11 12 5 6 7 8 9 10 11

13 14 15 16 17 18 19 12 13 14 15 16 17 18

20 21 22 23 24 25 26 19 20 21 22 23 24 25

27 28 29 30 1 2 3 26 27 28 29 30 31 1

4 5 6 7 8 9 10 2 3 4 5 6 7 8

11 12 13 14 15 16 17 9 10 11 12 13 14 15

18 19 20 21 22 23 24 16 17 18 19 20 21 22

25 26 27 28 29 30 31 23 24 25 26 27 28 29

( ) ( )

1 2 3 4 5 6 7 30 31 1 2 3 4 5

8 9 10 11 12 13 14 6 7 8 9 10 11 12

15 16 17 18 19 20 21 13 14 15 16 17 18 19

22 23 24 25 26 27 28 20 21 22 23 24 25 26

29 30 31 1 2 3 4 27 28 1 2 3 4 5

5 6 7 8 9 10 11 6 7 8 9 10 11 12

12 13 14 15 16 17 18 13 14 15 16 17 18 19

19 20 21 22 23 24 25 20 21 22 23 24 25 26

26 27 28 29 30 27 28 29 30 31

AB AB

A

B

A

B

B

A

B

A

A

B

A

B

A

B

A

B

A

B

A

B

A

B

B

A

B

A

B

A

B

A

B

A

 

１４．平成 22年度 年間スケジュール（4 月～9 月：前期、10月～3 月：後期） 
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１５．お問い合わせ先 

 

 出願方法など各種お問い合わせ、個別相談等は下記にて受け付けております。 

 

〒151-0071 東京都渋谷区本町 3-40-6 

      映画専門大学院大学 事務部 科目等履修生・聴講生係 

Tel：03-5365-3399 （火曜日～土曜日 10:00～17:00 ） 

Fax：03-3370-2223 

Email：admission@toho-univ.ac.jp 

URL：http://www.toho-univ.ac.jp 
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